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論 文 内 容 の 要 旨

 緒言

 身体疾患なく愁訴を訴える場合には，生理機能のう

えで異常が存在していると考えられる．そこで，生理

機能のもつ周期性に着目し，登校拒否児の皮膚電位水

準の生体リズムについて検討した，

 対象と方法

 皮膚電位水準を測定するうえでの技術的諸問題と年

齢による変動を，日齢5から19歳の40例を対象として

検討した．また，生体リズムを検討するために，手背

部での皮膚電位水準を，コントロール群と登校拒否群

の2群で測定した．登校拒否群は，不定愁訴を伴いな

がら登校できなかった7歳から15歳の小児29例で，コ

ントロール群は，同年齢層の不定愁訴のない小児25例

である．

 皮膚電位水準は，銀一塩化銀電極を使用し，基準電

極を前腕部とし，探査電極は手背部と手掌部に置いて

測定した．探査電極を手背部において記録した皮膚電

位水準の5分ごとの値を計測して離散的時系列データ

とし，最大エントロピー法（Maximum Entropy

Method）をもちいて，スペクトル解析をおこなった．

 結果

 新生児では，手掌部と手背部は皮膚電位反射をとも

なって，穏やかな変動を示していた．乳幼児期以降で

は，手掌部は，感覚や情動などの心理状態，随意運動

などによって，つねに激しく変動していた．一方，手

背部の皮膚電位水準は，そうした影響を受けることな

く緩徐な変動を示したので，生体リズムの検討に適し

ていると考えられた．しかし，24時間での皮膚電位水

準の変動は，波形，位相ともに症例ごとに一定せず，

それぞれ異なっていた．手背部から導出した皮膚電位

水準の症例ごとの平均値の結果は，最大値32，9mV，最

低値一29．3mVであった，二二拒否群とコントロール

群の離散的時系列データから，スペクトル解析をおこ

なったところ，コントロール群では，25例中23例（92％）

にサーカディアンリズムの存在が認められたが，登校

拒否群でサーカディアンリズムが存在していたのは29

例中6例（20．7％）のみであり，二群間に有意差が認

められた．

 考察

 皮膚電位水準を用いて，小児の生体リズムを検討す

る目的には手背部から導出した測定値が適しているこ

とがわかった．最大エントロピー法（Maximum

Entropy Method）をもちいて，スペクトル解析をおこ

なったところ，サーカディアンリズムの存在が確認さ

れ，この方法は，生体リズムの有無を検討するのに有

効であった．コントロール群では，92％の症例でサー

カディアンリズムの存在が確認されたが，登校拒否群

でサーカディアソリズムが存在していた症例は20。7％

にすぎなかった．したがって，登校拒否児では皮膚電

位水準のサーカディアソリズムに変調を来たしている

ことが判明した。

 結語
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 登校拒否児における皮膚電位水準の生体リズムを検

討したところ，サーカディアソリズムの変調が認めら

れた，

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，手背部で記録した皮膚電気水準の5分毎の値を最大エントロピー法を用いてスペクトル解析で分

析する方法を確立し，これを新生児を含む各年齢段階の正常小児ならびに登校拒否児に適用して，そのサーカ

ディアンリズムを検討した結果，登校拒否児群では皮膚電位水準のサーカディアンリズムの変調が存在するこ

とを立証した．学術上価値ある論文である，
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